
社会福祉法人横須賀市社会福祉協議会

小・中・高等学校ボランティアスクール事業

横須賀市社会福祉協議会ボランティアセンター（通称：よこすかボランティアセンター）では、小
学校の児童、中学校や高等学校の生徒を対象として、『ふくし』や『ボランティア活動』への理解と
関心を深め、地域共生社会の実現にむけて『支えあい』や『助け合い』の意識を高めることを目的に
小・中・高等学校ボランティアスクール事業を実施しています。
講師は、障害者団体（障害当事者）、ボランティアグループ、地区ボランティアセンター関係者、
横須賀市社会福祉協議会職員などが務めます。

点字を打ってみよう
（点字の打ち方の体験）

点字の仕組みや打ち方、読み方を学びな
がら、目が不自由な人の生活やコミュニケ

ーション方法について学び、私たちにでき

ることを考えます。

※主に小学校高学年から中学生向け

手話で話そう
（手話の体験）

手話を学びながら、耳の不自由な人の生
活やコミュニケーションについて学び、私
たちにできることを考えます。

※小学生、中学生、高校生で

授業内容が異なります。

視覚障害者の
誘導法

目が不自由な人を誘導す
るための疑似体験を行いな
がら、誰もが住みやすいま
ちについて、私たちに
できることを考えます。
※主に小学校高学年から
中学生向け

要約筆記を
体験しよう

（ノートテイクの体験）
耳の不自由な人へ言葉

を文字にして情報を伝え
る方法の一つに要約筆記
があります。この体験か
ら、私たちにできる
ことを考えます。
※主に中学生から
高校生向け 当事者の方に聴こう

車いすが必要な人、目や耳が不自由
な人など、いろいろな方の日常生活の
ことや体験談、みんなへのメッセージ
を聞きながら、自分自身の行動を見直
したり、誰も住みやすいまちに
ついて考えます。

車いすの操作法
（車いすの体験）

車いすを乗ったり、押し
たり、観察したり。それぞ
れの体験を通じて学びなが
ら、いつもとは異なる視点
で街の中の日常生活を考え
ます。
※主に小学校高学年から
中学生向け

福祉ビデオの貸し出し
「まちで障害のある人に出会ったら」

などのビデオを通して、福祉について考
えるきっかけを作ります。

赤い羽根共同募金
地域の福祉課題、その課題

を解決する活動を学び、共同
募金がどのように地域課題の
解決につながっているか、私
たちの身近な福祉活動を応援
するための募金であることを
学びます。

みんなが主役
地域の仲間



各学校で福祉教育やボランティア学習を効果的に行うために、
次の流れで実施したいと考えます。また、ボランティアスクール
は、それぞれのメニューの〝技術習得〟が目的ではなく、メ
ニューの体験を通して、『ふくし』や『ボランティア活動』につ
いて考えるものです。

◎相談・申し込み
・相談や申し込みは、よこすかボランティアセンターにお願いします。講師の調整に時
間を要しますので、実施希望日の1ヶ月半前までに電話かメールでご相談ください。

・そのうえで、授業の目的やねらい、具体的な授業内容などについて事前に打合せさせ
ていただきます。また、実施候補日を3日間ほどご用意ください。

・校内での新型コロナウイルス感染対策について、ご確認させていただきます。

◎講師との調整
・よこすかボランティアセンターで講師と日程や内容を調整します。実施日や講師が決
まりましたら、担当教諭にご連絡をいたします。その後は、担当教諭が講師と直接打
合せを行ってください。（集合場所や時間、会場、人数、内容、使用する教材及び数
などの確認）

◎授業時間の活用
・授業時間を有効に使うため、児童や生徒へのテキストの配布や始業時間前の着席にご
協力ください。

◎新型コロナウイルス感染症に関して
・国から『緊急事態宣言』や『まん延防止等重点措置』が発出され、授業当日が期間内
に該当する場合には、中止または延期とさせていただきます。ご了承ください。

◎気づきと育ち
・ボランティアスクールを実施した後、児童や生徒が自身で気付いたこと、感じたこと、
学んだことなどを考える機会を設けてください。また、これから自分自身が取り組め
ることについて振り返る機会を設けてください。

【問合せ先】
社会福祉法人横須賀市社会福祉協議会 ボランティアセンター

（通称：よこすかボランティアセンター）
〒238-0041 横須賀市本町2-1市立総合福祉会館２階
TEL 046－821－1303  FAX 046－824－8110
MAIL  shakyo-v@abox22.so-net.ne.jp
URL http://www.yokosuka-shakyo.or.jp/vc


